
関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

E-1

旧渡里揚水機場建築その他工事

A1:NS

那珂川沿岸農業水利事業（一期）

電気設備特記仕様書

A3:NS

地表面粗度区分(・　　・　　・　　・　)

　構内につくることが　　・　できる　　・　できない

1.工事場所

2.建物概要

建物名称 構　造 階　　　　数 よる延べ面積
消防法施行令

備　　考
別 表 第 一

3.工 事 種 目(○印のついたものを適用する)

・ 

工　事　種　目

建物別及び屋外

屋　外

-式

工 事 種 別

4.指　定　部　分　　　・無　　　・有　対象部分(　　　　　　　　　　　　　)

　　工事仕様

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

取付高さ 　壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

分電盤、OA盤、制御盤、実験盤

〃　　〃　(多機能トイレ)

コンセント、電話用アウトレット、直列ユニット(一般)

        〃　　       (和室)

        〃　　       (台上)

ブラケット(一般)

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

開閉器箱

 　　〃   (鏡上)

　　 〃　 (踊場)

床上～中心

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～上端

1,500

1,300

1,100

300

150

150

2,100

2,500

150

 (上端1,900以下)

1,000以下

1,500

スイッチ(一般)　

コンセント(車庫) 800

　すべて受注者の負担とする。

他工事又は他工種

との取合い

　工事区分表による。　ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

名　　　　称 測　　　点 取付高［mm］

　 〃　　

鏡上端～中心

床上～中心

電磁開閉器用押しボタン

接地用端子箱

接地極埋設標

床上～下端

地上～中心

地上、床上～中心

1,300

500

800

600

　　工事概要 1,500以上

〃

〃

〃

〃

工事用仮設物6
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・ 動力設備

電灯設備

・ 雷保護設備

・ 発電設備

・ 電力貯蔵設備

・ 受変電設備

・ 

・ 

拡声設備

・ 

構内交換設備

・ 

防犯・入退室管理設備

・ 

火災報知設備

・ 

テレビ共同受信設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

映像・音響設備

・ 

・ 

駐車場管制設備・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ テレビ電波障害防除設備

構内通信線路

構内配電線路

構内情報通信網設備

情報表示設備

・ 電熱設備

誘導支援設備

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

端子盤(EPS・電気室)     床上～中心 1,500

1,500

(天井高)x0.9

1,300

900

1,800

親時計

子時計、スピーカ

アッテネータ

出退表示盤　

呼出ボタン(多機能トイレ)

インターホン

廊下表示灯(多機能トイレ)

表示灯

警報ベル

発信器(出退表示用)　

テレビ機器収容箱

副受信機

火報受信機(複合盤)

発信機

復帰ボタン(多機能トイレ)

(備考)　(天井高)x0.9 及び(天井高)x0.8 は天井高が　2,500～3,000mm の場合に適用する。

床上～操作部

床上～中心

(天井高)x0.9

1,300

2,000

1,800

800～1,500

機器収容箱　　　

連動制御器(自動閉鎖)

ガス漏れ検知器(LPガス)

1,500

1,500

800～1,500

800～1,500

300

(天井高)x0.9

(天井高)x0.8

(天井面)-200      〃　　  (都市ガス)　 天井面～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

給油ボックス 地上～給油口 1,000

外部受付用インターホン子機 標準図による

(壁面取付の場合)

雷保護用接地端子箱

1,300

900床上～中心コンセント(車椅子用)
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既存躯体への穿孔

1 適用区分

環境への配慮2

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・　風圧力

風速(VO=　　　m/s)

・　積雪荷重

建設省告示第1455号における区域　別表(　　　　)

(1)建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の

　　　　 から　 を満たすものとする。

　　　　　 合板、木質系フローリング、構造パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、その

　　　　　他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料は、アセ

　　　　　ドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホ

　　　　　ルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　　　 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　　　　 接着剤は、可塑性(フタル酸ジーn-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない

　　　　　難揮発性の可塑剤を除く)が添付されていない材料を使用する。

　　　　　 　 の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ

　　　　　ドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　(2)設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分においては、「規制対象外」とは

　　　 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

　　　建築材料以外の材料

　　　 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　　 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　次の　 又は　  に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の　 又は　 に該当する材料を指す。

材料・機材の

品 　質 　等

3

機　　　　　　　　　材　　　　　　　　　等

蛍光灯器具・ 

照明制御装置

・ 

可変速運転用インバータ装置

・ 

分電盤

・ 

制御盤

・ 

キュービクル式配電盤

・ 

高圧スイッチギア(CW形)

・ 

・ 

高圧交流遮断器

・ 

高圧進相コンデンサ

・ 

高圧限流ヒューズ

・ 

高圧負荷開閉器

・ 

高圧変圧器(特定機器)

・ 

交流無停電電源装置

・ 

太陽光発電装置(パワーコンディショナ及び系統連系保護装置)

・ 

監視カメラ装置

・ 

中央監視制御(監視制御装置)

・ 

高圧スイッチギア(PW形)

製造業者等名

　(1)本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有するべき

　(2)下表に機材等名が記載された製造業者等は、次の   から   すべての事項を満たすものとし、この

　　　　証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して

　　　　監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の

　　　　提出を省略することができる。

　　　　 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　　 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　　 安定的な供給が可能であること。

　　　　 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　　 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　　 販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　　品質及び性能を有するものとする。

足場その他7 　・　別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙1

　　「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)

　　 手すり先行専用足場方式により行う。

　　・　内部足場等(・　　　種　・　　　種)　　

　・  本工事で設置する。 21 施 工 調 査

電 源 周 波 数4

耐 震 措 置9

　　事前調査(　・　本工事　　　　　・　別途　　　　　　　　)

　　調査項目(　・　既存資料調査　　・　　　　　　　　　　　)

　　調査範囲(　・　図示　　　　　　・　　　　　　　　　　　)

　　調査方法(　・　図示　　　　　　・　　　　　　　　　　　)

　・　50Hz　　・　60Hz

　設備機器の固定は、次によるほか建築設備耐震設計・施工指針　2005年版

　(国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修)による。

　(1)設計用水平地震力

　　　機器の質量[kg]に、次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　　設計用標準水平震度

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

機　　　　　器

防振支持の機器

水 槽 類(※1)

中間階

地下・1階

上層階(注1)

屋上及び塔屋

2.0          1.5

2.0          2.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.5          1.5

1.5          1.0

1.0          0.6

 1.0          1.0 

1.5          1.0

1.5          1.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.0          0.6

1.5          1.0

1.0          0.6

1.0          0.6

1.0          0.6

・　特定の施設 ・　一般の施設

一般機器

0.6          0.4

　　【備　考】(※1):水槽類にはオイルタンクを含む。

防振支持の機器

水 槽 類(※1)

防振支持の機器

水 槽 類(※1)

機　　　　　器

機　　　　　器

一般機器

　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。　

　　　・　配電盤　・　発電装置(防災用)　・　直流電源装置　　・　交流無停電電源装置　

　　　・　交換機　・　自動火災報知受信機　・　中央監視制御装置　　　　・　　　　　　　　　

　　　　上層階とは2階～6階建の場合は最上階、7～9階の場合は上層2階、10～12階建の場合は

　　　　上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。

　　(2)設計用鉛直地震力

　　　　重要機器は次のものを示す。

天井仕上区分16

5 電気工事士

　(　　)書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

　最大電力500[kW]以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

配管本数・管路等10 　分電盤、制御盤及び端子盤等の2次側以降の配管配線経路、配線太さ、配線本数及び管径等は図面と相違

　しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

　また、機械室等の床配線は図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管部分

　は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

呼び線 　長さ1m以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。11

　露出配管の塗装仕上げは下記による。

　　・　屋外( ・ 溶融亜鉛メッキ仕上げ付着量300g/m　以上　・　指定色塗装　)

　　・　屋内( ・ 指定色塗装　・　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　)

金属製電線管の

塗装仕上げ

12

13

照度測定箇所数

　測定数　　　箇所以上非常用の照明装置の

プレートの材質 　フラッシュプレート　　　・　金属製　　　　　　　　　　　　　　・　樹脂製(　　　　)15

17 インバータ装置の

規約効率

　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

0.4

86.0

0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5

88.5 92.0 93.0 94.0 94.0 94.5

(1)　規約効率は、JEM-TR 245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。　　　 

(2)　規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」のIP4X、6極、50Hz

87.0 90.5 93.5 94.0 94.5 94.5 95.0

　　 の電動機を駆動したときの値とする。

11 15 18.5 22kW以上

94.5 95.0 95.5 95.5

95.0 95.0 96.0 96.5

電動機出力[kW]

定格電圧　200[V]

備考　

定格電圧　400[V]
規約効率[%]

接地極　 　接地極の材料は下記による。なお、接地棒EB(14φ)の長さは 1,500mm 以上とし、10φはW=30、

　L=900、14φは、W=40、L=1,200としても差し支えない。

接地の種類 記　　号 接地抵抗値 接　　地　　極

・ 

高圧避雷器用

交換装置用

通信用(10Ω)

測　 定　 用

E A.D 10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

EB(14φ)x3連-2組

EB(14φ)x3連-2組

EB(14φ)x3連-1組

EB(10φ)x1　(L=1,000mm)

EB(14φ)x3連-2組

EB(14φ)x3連-2組

EB(14φ)x3連-2組

EB(14φ)x3連-2組

EB(10φ)x1  (L=1,000mm)通信用(100Ω)

EB(10φ)x1　(L=1,000mm)

共 同 接 地 EB(14φ)x3連-2組10Ω以下A.C.D

A

B

D

C

LH

t

At

Dt 

0
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A 種 接 地

B 種 接 地

D 種 接 地

C 種 接 地

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

10Ω以下

Ω以下

・ 

電話引込口 E Lt 100Ω以下 EB(10φ)x1  (L=1,000mm)

の保安器用

共 同 接 地

　　項目及び特記事項は、○印の付いたものを適用する。

　 (2)機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　　　 なお、機械設備工事の特記仕様書は(　　/　　)図、建築工事の特記仕様書は(　　/　　)図による。

　(1)図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、・ を

　　付けたものを適用する。

1.共通仕様　

指定部分工期　　　　年　　　月　　　日

　　　　　・　外部足場等(・　　　種　・　　　種)　

　　　　中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの。

建築基準法に

・　

・　はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

建設発生土の処理8 　・　埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さにおいて、機器の使用に支障が生じる場合は監督員と

協議する。

2.特記仕様　

　　(3)「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品目

　　　・　照明制御システム 　　　・　変圧器 　　　・　

22

仮設備工事 　仮　電　源(　・　受変電　　・　　　　　・　　　　)

　 　　　　 (　・　発電　　　・　　　　　・　　　　)

　仮設備期間(　・　図示　　　・　　　　　・　　　　)

　　　　　・　機械設備工事　　・　建築工事　で設置する。

　・　現場説明書による。

取引用計器 地上～窓中心 1,800～2,000

引込開閉器箱(低圧) 地上～中心 1,800～2,200　測定し監督職員に報告する。

14 盤類等の色彩計画 　事務室内に設けるOA盤、分電盤、端子盤の鋼板製キャビネット等の色彩計画を監督職員に

　提出するものとする。

、(400)

注)呼出ボタン(多機能トイレ)の取付け高さ(400)は床に転倒した時を考慮した高さを示す。

　穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等

(防爆照明器具及び防災用照明器具を除く。)

LED照明器具(一般屋内用に限る。)

・ 

　を用いて施工する。

鉄筋コンクリート造

(m )

一般の施設

新設

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

2

1 4

1

2

3

4 1

1 2 3 4

1

2

3

4

1 6

1

2

3

4

5

6

2

地表面粗度区分(・　　・　　・　　・　)

　構内につくることが　　・　できる　　・　できない

1.工事場所

2.建物概要

建物名称 構　造 階　　　　数 よる延べ面積
消防法施行令

備　　考
別 表 第 一

3.工 事 種 目(○印のついたものを適用する)

・ 

工　事　種　目

建物別及び屋外

屋　外

-式

工 事 種 別

4.指　定　部　分　　　・無　　　・有　対象部分(　　　　　　　　　　　　　)

　　工事仕様

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

取付高さ 　壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

分電盤、OA盤、制御盤、実験盤

〃　　〃　(多機能トイレ)

コンセント、電話用アウトレット、直列ユニット(一般)

        〃　　       (和室)

        〃　　       (台上)

ブラケット(一般)

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

開閉器箱

 　　〃   (鏡上)

　　 〃　 (踊場)

床上～中心

台上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～上端

1,500

1,300

1,100

300

150

150

2,100

2,500

150

 (上端1,900以下)

1,000以下

1,500

スイッチ(一般)　

コンセント(車庫) 800

　すべて受注者の負担とする。

他工事又は他工種

との取合い

　工事区分表による。　ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

名　　　　称 測　　　点 取付高［mm］

　 〃　　

鏡上端～中心

床上～中心

電磁開閉器用押しボタン

接地用端子箱

接地極埋設標

床上～下端

地上～中心

地上、床上～中心

1,300

500

800

600

　　工事概要 1,500以上

〃

〃

〃

〃

工事用仮設物6
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・ 動力設備

電灯設備

・ 雷保護設備

・ 発電設備

・ 電力貯蔵設備

・ 受変電設備

・ 

・ 

拡声設備

・ 

構内交換設備

・ 

防犯・入退室管理設備

・ 

火災報知設備

・ 

テレビ共同受信設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

映像・音響設備

・ 

・ 

駐車場管制設備・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ テレビ電波障害防除設備

構内通信線路

構内配電線路

構内情報通信網設備

情報表示設備

・ 電熱設備

誘導支援設備

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

端子盤(EPS・電気室)     床上～中心 1,500

1,500

(天井高)x0.9

1,300

900

1,800

親時計

子時計、スピーカ

アッテネータ

出退表示盤　

呼出ボタン(多機能トイレ)

インターホン

廊下表示灯(多機能トイレ)

表示灯

警報ベル

発信器(出退表示用)　

テレビ機器収容箱

副受信機

火報受信機(複合盤)

発信機

復帰ボタン(多機能トイレ)

(備考)　(天井高)x0.9 及び(天井高)x0.8 は天井高が　2,500～3,000mm の場合に適用する。

床上～操作部

床上～中心

(天井高)x0.9

1,300

2,000

1,800

800～1,500

機器収容箱　　　

連動制御器(自動閉鎖)

ガス漏れ検知器(LPガス)

1,500

1,500

800～1,500

800～1,500

300

(天井高)x0.9

(天井高)x0.8

(天井面)-200      〃　　  (都市ガス)　 天井面～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

給油ボックス 地上～給油口 1,000

外部受付用インターホン子機 標準図による

(壁面取付の場合)

雷保護用接地端子箱

1,300

900床上～中心コンセント(車椅子用)
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既存躯体への穿孔

1 適用区分

環境への配慮2

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・　風圧力

風速(VO=　　　m/s)

・　積雪荷重

建設省告示第1455号における区域　別表(　　　　)

(1)建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次の

　　　　 から　 を満たすものとする。

　　　　　 合板、木質系フローリング、構造パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、その

　　　　　他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料は、アセ

　　　　　ドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホ

　　　　　ルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　　　 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　　　　 接着剤は、可塑性(フタル酸ジーn-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しない

　　　　　難揮発性の可塑剤を除く)が添付されていない材料を使用する。

　　　　　 　 の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセ

　　　　　ドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　(2)設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分においては、「規制対象外」とは

　　　 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散

　　　建築材料以外の材料

　　　 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　　 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　次の　 又は　  に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の　 又は　 に該当する材料を指す。

材料・機材の

品 　質 　等

3

機　　　　　　　　　材　　　　　　　　　等

蛍光灯器具・ 

照明制御装置

・ 

可変速運転用インバータ装置

・ 

分電盤

・ 

制御盤

・ 

キュービクル式配電盤

・ 

高圧スイッチギア(CW形)

・ 

・ 

高圧交流遮断器

・ 

高圧進相コンデンサ

・ 

高圧限流ヒューズ

・ 

高圧負荷開閉器

・ 

高圧変圧器(特定機器)

・ 

交流無停電電源装置

・ 

太陽光発電装置(パワーコンディショナ及び系統連系保護装置)

・ 

監視カメラ装置

・ 

中央監視制御(監視制御装置)

・ 

高圧スイッチギア(PW形)

製造業者等名

　(1)本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有するべき

　(2)下表に機材等名が記載された製造業者等は、次の   から   すべての事項を満たすものとし、この

　　　　証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して

　　　　監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の

　　　　提出を省略することができる。

　　　　 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　　 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　　 安定的な供給が可能であること。

　　　　 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　　 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　　 販売、保守等の営業体制を整えていること。

　　　　品質及び性能を有するものとする。

足場その他7 　・　別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙1

　　「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)

　　 手すり先行専用足場方式により行う。

　　・　内部足場等(・　　　種　・　　　種)　　

　・  本工事で設置する。 21 施 工 調 査

電 源 周 波 数4

耐 震 措 置9

　　事前調査(　・　本工事　　　　　・　別途　　　　　　　　)

　　調査項目(　・　既存資料調査　　・　　　　　　　　　　　)

　　調査範囲(　・　図示　　　　　　・　　　　　　　　　　　)

　　調査方法(　・　図示　　　　　　・　　　　　　　　　　　)

　・　50Hz　　・　60Hz

　設備機器の固定は、次によるほか建築設備耐震設計・施工指針　2005年版

　(国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修)による。

　(1)設計用水平地震力

　　　機器の質量[kg]に、次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

　　　設計用標準水平震度

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

機　　　　　器

防振支持の機器

水 槽 類(※1)

中間階

地下・1階

上層階(注1)

屋上及び塔屋

2.0          1.5

2.0          2.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.5          1.5

1.5          1.0

1.0          0.6

 1.0          1.0 

1.5          1.0

1.5          1.0

2.0          1.5

1.5          1.0

1.0          0.6

1.5          1.0

1.0          0.6

1.0          0.6

1.0          0.6

・　特定の施設 ・　一般の施設

一般機器

0.6          0.4

　　【備　考】(※1):水槽類にはオイルタンクを含む。

防振支持の機器

水 槽 類(※1)

防振支持の機器

水 槽 類(※1)

機　　　　　器

機　　　　　器

一般機器

　　　設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。　

　　　・　配電盤　・　発電装置(防災用)　・　直流電源装置　　・　交流無停電電源装置　

　　　・　交換機　・　自動火災報知受信機　・　中央監視制御装置　　　　・　　　　　　　　　

　　　　上層階とは2階～6階建の場合は最上階、7～9階の場合は上層2階、10～12階建の場合は

　　　　上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。

　　(2)設計用鉛直地震力

　　　　重要機器は次のものを示す。

天井仕上区分16

5 電気工事士

　(　　)書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

　最大電力500[kW]以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

配管本数・管路等10 　分電盤、制御盤及び端子盤等の2次側以降の配管配線経路、配線太さ、配線本数及び管径等は図面と相違

　しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

　また、機械室等の床配線は図面上PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管部分

　は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

呼び線 　長さ1m以上の入線しない電線管には、電線太さ1.2mm以上の被覆鉄線を挿入する。11

　露出配管の塗装仕上げは下記による。

　　・　屋外( ・ 溶融亜鉛メッキ仕上げ付着量300g/m　以上　・　指定色塗装　)

　　・　屋内( ・ 指定色塗装　・　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　)

金属製電線管の

塗装仕上げ

12

13

照度測定箇所数

　測定数　　　箇所以上非常用の照明装置の

プレートの材質 　フラッシュプレート　　　・　金属製　　　　　　　　　　　　　　・　樹脂製(　　　　)15

17 インバータ装置の

規約効率

　三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

0.4

86.0

0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5

88.5 92.0 93.0 94.0 94.0 94.5

(1)　規約効率は、JEM-TR 245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。　　　 

(2)　規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」のIP4X、6極、50Hz

87.0 90.5 93.5 94.0 94.5 94.5 95.0

　　 の電動機を駆動したときの値とする。

11 15 18.5 22kW以上

94.5 95.0 95.5 95.5

95.0 95.0 96.0 96.5

電動機出力[kW]

定格電圧　200[V]

備考　

定格電圧　400[V]
規約効率[%]

接地極　 　接地極の材料は下記による。なお、接地棒EB(14φ)の長さは 1,500mm 以上とし、10φはW=30、

　L=900、14φは、W=40、L=1,200としても差し支えない。

接地の種類 記　　号 接地抵抗値 接　　地　　極

・ 

高圧避雷器用

交換装置用

通信用(10Ω)

測　 定　 用

E A.D 10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

EB(14φ)x3連-2組

EB(14φ)x3連-2組

EB(14φ)x3連-1組

EB(10φ)x1　(L=1,000mm)

EB(14φ)x3連-2組

EB(14φ)x3連-2組

EB(14φ)x3連-2組

EB(14φ)x3連-2組

EB(10φ)x1  (L=1,000mm)通信用(100Ω)

EB(10φ)x1　(L=1,000mm)

共 同 接 地 EB(14φ)x3連-2組10Ω以下A.C.D

A

B

D

C

LH

t

At

Dt 

0

18

A 種 接 地

B 種 接 地

D 種 接 地

C 種 接 地

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

10Ω以下

Ω以下

・ 

電話引込口 E Lt 100Ω以下 EB(10φ)x1  (L=1,000mm)

の保安器用

共 同 接 地

　　項目及び特記事項は、○印の付いたものを適用する。

　 (2)機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

　　　 なお、機械設備工事の特記仕様書は(　　/　　)図、建築工事の特記仕様書は(　　/　　)図による。

　(1)図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、・ を

　　付けたものを適用する。

　・　公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「標準仕様書」という。)

　・　公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

　・　公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)(平成31年版)(以下「標準図」という。)

1.共通仕様　

指定部分工期　　　　年　　　月　　　日

　　　　　・　外部足場等(・　　　種　・　　　種)　

　　　　中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの。

建築基準法に

・　

・　はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

建設発生土の処理8 　・　埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さにおいて、機器の使用に支障が生じる場合は監督員と

協議する。

2.特記仕様　

　　(3)「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品目

　　　・　照明制御システム 　　　・　変圧器 　　　・　

22

仮設備工事 　仮　電　源(　・　受変電　　・　　　　　・　　　　)

　 　　　　 (　・　発電　　　・　　　　　・　　　　)

　仮設備期間(　・　図示　　　・　　　　　・　　　　)

　　　　　・　機械設備工事　　・　建築工事　で設置する。

(改修標準仕様書の中でいう標準仕様書は、(電気設備工事編)(平成31年版)とする。)

　(ステンレス、新金属を含む)

　・　現場説明書による。

取引用計器 地上～窓中心 1,800～2,000

引込開閉器箱(低圧) 地上～中心 1,800～2,200　測定し監督職員に報告する。

14 盤類等の色彩計画 　事務室内に設けるOA盤、分電盤、端子盤の鋼板製キャビネット等の色彩計画を監督職員に

　提出するものとする。

、(400)

注)呼出ボタン(多機能トイレ)の取付け高さ(400)は床に転倒した時を考慮した高さを示す。

電気設備特記仕様書

　穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属装置等

(防爆照明器具及び防災用照明器具を除く。)

LED照明器具(一般屋内用に限る。)

・ 

　を用いて施工する。

(m )

渡里揚水機場

新設

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

2

1 4

1

2

3

4 1

1 2 3 4

1

2

3

4

1 6

1

2

3

4

5

6

2

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式

-式新設

茨城県水戸市渡里町字槐下1501-1

小堤用排水機場 157.337㎡

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号



関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

E-2

旧渡里揚水機場建築その他工事
那珂川沿岸農業水利事業（一期）

屋外配置図
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A3:S=1/500
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受変電設備工事

ハンドホール
受変電設備工事

以降　平面図　参照

テレビ
情報

（ＦＥＰ３０） 電話

予備
予備

（ＦＥＰ３０）
（ＦＥＰ３０）
（ＦＥＰ３０）
（ＦＥＰ３０）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号



関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

E-3

旧渡里揚水機場建築その他工事

A1:NS

那珂川沿岸農業水利事業（一期）

電灯分電盤・動力制御盤リスト

A3:NS

回路
番号種別 Ｐ ＡＦ ＡＴ

備考 負荷名称
容量
（ＶＡ）

ブレーカーサイズ 回路
番号 種別 Ｐ ＡＦ

ブレーカーサイズ
負荷名称

容量
（ＶＡ）

備考
ＡＴ

ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ２０５０２ ２０５０
１００Ｖ１００Ｖポンプ室他

照明
電気室他
照明

ＭＣＣＢ　３Ｐ
５０／５０

２１

ＥＬＣＢ ２０５０ ２０５０
２００Ｖ ２００Ｖ

２

２

２ＭＣＣＢ

ＥＤ ＥＤ
（ＥＬＢ）

※ブレーカーは２Ｐ協約型とする

ＡＣ　１φ３Ｗ
２００／１００Ｖ

ＡＣ　３φ３Ｗ
２００Ｖ

Ｆ

負荷名称

負荷容量（ＫＷ）

始動方式

操作・制御
方式

操作・制御
スイッチ

単
位
装
置

連動

インターロック

１０．０ＫＷ合計

直入始動 直入始動直入始動

１ ２ ３ ４

ＥＬＣＢ　３Ｐ
５０／３０

ＥＤ ＥＤ
（ＥＬＢ）

５１４ ５８８

Ｔ

ソーラータイマー
（２４時間）
停電保障

自動点滅器
１００Ｖ　３Ａ

Ｍｇ

ＥＬＣＢ ２０５０２
１００Ｖ外壁

照明
１１３０ ＭＣＣＢ ２０５０

１００Ｖ
２ 予備

予備２０００
湯沸室
コンセント

４１４４小計 ＶＡ １４９７小計 ＶＡ

５６４１小計 ＶＡ

直入始動

ＥＬＣＢ　３Ｐ
５０／３０

ＥＬＣＢ　３Ｐ
５０／３０

電灯分電盤・動力制御盤リスト

ＥＬＣＢ ＥＬＣＢ２０５０２ ２０５０
１００Ｖ１００Ｖポンプ室

コンセント
弱電端子盤　１Ｔ－１
コンセント

４３ ２３００ ５００

ＥＬＣＢ ＭＣＣＢ２０５０２ ２０５０
電気室
コンセント

廊下他
コンセント

６５ ２３００ ３００
１００Ｖ１００Ｖ

ＥＬＣＢ ＭＣＣＢ２０５０２ ２０５０
便所
コンセント

休憩スペース
コンセント

８７ ２５００ ４００
１００Ｖ１００Ｖ

ＭＣＣＢ ＥＬＣＢ２０５０２ ２０５０インターホン ９ ２５００
１００Ｖ１００Ｖ

１

休憩スペース
ＲＡＣ－１

ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ２０５０２ ２０５０２
１００Ｖ１００Ｖ

予備予備

１０ １８４０

送風機
ＦＥ－１

１．７ １．７

送風機
ＦＥ－１

送風機
ＦＳ－１

１．７

送風機
ＦＳ－１

１．７

ＥＬＣＢ　３Ｐ
５０／３０

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号



幹線・動力設備　Ｂ１階平面図

A1:S=1/ 50
A3:S=1/100
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階段
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S=1/50

幹線・動力設備　Ｂ１階平面図

A3:S=1/100

１ＬＰ－１

凡例

１，シンボルリスト

電灯動力盤

３３２
プルボックス ３００×３００×２００

ＥＭ－ＣＥＴ１４□ （Ｅ３９）
ＥＭ－ＣＥＴ１４□ （Ｅ３９）

Ｅ５．５□×２
Ｅ５．５□×２

１φ３Ｗ
３φ３Ｗ

ＦＳ

１

３φ２００Ｖ
１．７ＫＷ

ＦＳ

１

３φ２００Ｖ
１．７ＫＷ

ＦＥ

１

３φ２００Ｖ
１．７ＫＷ

ＦＥ

１

３φ２００Ｖ
１．７ＫＷ

３．５

３．５

３．５ ５５３

３３２
２

３．５

１

４

３

４

３ ＥＭ－ＣＥ３．５□－４Ｃ

ＥＭ－ＣＥ３．５□－４Ｃ

（Ｅ５１）

４

２ ＥＭ－ＣＥ３．５□－４Ｃ

ＥＭ－ＣＥ３．５□－４Ｃ
（Ｅ３９）

２ ＥＭ－ＣＥ３．５□－４Ｃ

１ ＥＭ－ＣＥ３．５□－４Ｃ

５５３
プルボックス ５００×５００×３００

露出ボックス 丸型

機械設備工事送風機

２，特記なき配管配線は下記による

ＥＭ－ＣＥ３．５□－４Ｃ 天井内配線
３．５

ＥＭ－ＣＥ３．５□－４Ｃ
３．５

（ＰＦ２８）

（Ｅ２５）ＥＭ－ＣＥ３．５□－４Ｃ
３．５

３，ケーブル工事における立上げ引下げは配管にて保護のこと

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

E-4

旧渡里揚水機場建築その他工事
那珂川沿岸農業水利事業（一期）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号



作成年月日

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

図 面 名

事業所名

縮　　尺

工 事 名

図面番号A1:S=1/ 50

会 社 名

E-5

幹線・動力設備　１階平面図

那珂川沿岸農業水利事業（一期）
旧渡里揚水機場建築その他工事

A3:S=1/100
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玄関ホール

屋外階段

５５３

ＥＭ－ＣＥＴ１４□ （Ｅ３９）
ＥＭ－ＣＥＴ１４□ （Ｅ３９）

Ｅ５．５□×２
Ｅ５．５□×２

１φ３Ｗ
３φ３Ｗ ＥＭ－ＣＥＴ１４□ （Ｅ３９）Ｅ５．５□×２ ３φ３Ｗ

ＥＭ－ＣＥＴ１４□ （Ｅ３９）Ｅ５．５□×２ １φ３Ｗ



A1:NS

照明器具姿図

A3:NS

Ａ 直付ベースライト

ＬＳＳ９－４－３０

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

本体：鋼板（白色粉体塗装）

電源装置はライトバー側に内蔵

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

Ａ２１ ＬＥＤ２０．６Ｗ １００～２４２Ｖ

Ａ 直付ベースライト

ＬＳＳ９－４－６５

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

本体：鋼板（白色粉体塗装）

電源装置はライトバー側に内蔵

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

Ａ４３ ＬＥＤ４３．１Ｗ １００～２４２Ｖ

Ｂ ウォールライト

ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－０６

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

防湿型・防雨型

天井直付型・壁直付型

器具光束１０２０ｌｍ、消費電力１０．２Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

Ｂ１０Ｗ ＬＥＤ１０．２Ｗ １００～２４２Ｖ

Ｃ ダウンライト

ＬＲＳ１－０８

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

光源遮光角１５度、電圧１００－２４２Ｖ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

Ｃ８ ＬＥＤ７．６Ｗ １００～２４２Ｖ

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般タイプ

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

Ｃ ダウンライト

ＬＲＳ１－２２

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

光源遮光角１５度、電圧１００－２４２Ｖ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

Ｃ１９ ＬＥＤ１９．３Ｗ １００～２４２Ｖ

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般タイプ

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

Ｃ ダウンライト

ＬＲＳ１－１３

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

光源遮光角１５度、電圧１００－２４２Ｖ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）

Ｃ１２ ＬＥＤ１２．４Ｗ １００～２４２Ｖ

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般タイプ

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

Ｄ キッチンライト

パナソニック　ＬＧＢ５２０９６－ＬＥ１　相当品

拡散タイプ、コンセント付

カバー：プラスチック（乳白）

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

スイッチ付、両面化粧タイプ

器具光束９８０ｌｍ、消費電力１２Ｗ、電圧１００Ｖ

Ｄ１２ ＬＥＤ１２Ｗ １００Ｖ

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

E-6

旧渡里揚水機場建築その他工事
那珂川沿岸農業水利事業（一期）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号

照明器具姿図



電灯設備　Ｂ１階平面図
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電灯設備　Ｂ１階平面図

A3:S=1/100

２

階段

Ａ２１

１０

ポンプ室

Ａ４３

１ＬＰ－１

３

１

凡例

１，シンボルリスト

電灯動力盤

照明器具 天井付

照明器具 天井付

照明器具 天井付

照明器具 壁付

タンブラスイッチ １Ｐ１５Ａ

タンブラスイッチ ３Ｗ１５Ａ
３

Ｓ 人感センサー ＯＮ／ＯＦＦ 換気扇連動

照明器具 ダウンライト

アウトレットボックス 四角中深 カバー付

露出ボックス 丸型

２，特記なき配管配線は下記による

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ 天井内配線

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ 天井内配線

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ 天井内配線

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ×２ 天井内配線

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ＋３Ｃ 天井内配線

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ×２ 天井内配線

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ （ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ×２

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ＋３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ×２

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２８）

（ＰＦ２８）

（ＰＦ２８）

ＥＭ－ＩＥ２．０×２ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ２．０×２ Ｅ２．０ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ２．０×３ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ２．０×４ （Ｅ２５）

ＥＭ－ＩＥ２．０×３ Ｅ２．０ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ２．０×４ （Ｅ２５）Ｅ２．０

３，ケーブル工事における立上げ引下げは配管にて保護のこと

ＥＭ－ＩＥ２．０×２ ２種金属線ぴ

ＥＭ－ＩＥ２．０×２ Ｅ２．０

ＥＭ－ＩＥ２．０×３

ＥＭ－ＩＥ２．０×４

ＥＭ－ＩＥ２．０×３ Ｅ２．０

ＥＭ－ＩＥ２．０×４ Ｅ２．０

２種金属線ぴ

２種金属線ぴ

２種金属線ぴ

２種金属線ぴ

２種金属線ぴ

２種金属線ぴ ４０×４５

３３２
プルボックス ３００×３００×２００

２ １１

ＡＳ＋ＴＭ

２４時間換気用スイッチ
２４

換気扇 機械設備工事

Ｔｈ 機械設備工事サ－モスイッチ

A1:S=1/ 50
A3:S=1/100

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

E-7

旧渡里揚水機場建築その他工事
那珂川沿岸農業水利事業（一期）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号



作成年月日

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

図 面 名

事業所名

縮　　尺

工 事 名

図面番号A1:S=1/ 50

会 社 名

E-8

電灯設備　１階平面図

那珂川沿岸農業水利事業（一期）
旧渡里揚水機場建築その他工事

A3:S=1/100

DN

マシンハッチ

９０

８
０
０

５
８
０
０

８
０
０

電灯設備　１階平面図
S=1/50

4040

９
０

階段室

７
４
０
０

３
７
０
０

３
７
０
０

スロープ

１６０００

９０

Y1

Y2

X1

Y3

X2 X3

１１０００

２
６
７
５

４２２０

１６０００

９０

６７８０

５０００

6780

１１０００ ５０００

6780

６６９０ ９０

便所

４
５
４
５

Y4

３１０５ ９３５

１
０
０
０

３
２
０
０

１
６
０
０

６３６０ ４２０

７
６
０

９
０

１
５
０
０

電気室

物入

PS

4@
30
0

=1
20
0

１
２
０
０

２０３５

１７１０ ２３３０

２０９５２１２５

２００

９０

２
４
０
０

２
０
０

２
２
０
０

９
０

７
１
０

7
1
0

9
0

１０４０ １１１００

休憩スペース

A3:S=1/100

玄関ホール

屋外階段

２

玄関ホール

Ｃ１９

９

電気室

Ａ２１

Ｓ

４

廊下

Ｃ１２

１

便所

Ｃ１２

１

物入

Ｃ８

４

休憩スペース

Ｃ１２

１Ｄ１２

３

外壁

Ｂ１０Ｗ

２

マシンハッチ

Ａ２１

３

３３２ ２

２

３

３

Ｓ

１１ ＡＳ＋ＴＭ

１１

ＡＳ＋ＴＭ

ＦＳ

２

１φ１００Ｖ
７３ＶＡ

ＦＳ

２

１φ１００Ｖ
７３ＶＡ

ＦＶ

１

１φ１００Ｖ
３５ＶＡ

ＦＶ

２

１φ１００Ｖ
１０ＶＡ

２４

Ｔｈ

Ｔｈ

２

階段

Ａ２１



コンセント設備　Ｂ１階平面図

１６０００

８００ １４４００ ８００

１
７
０
０

２
２
０
０

１
８
０
０

２
０
０
０

１
４
０
０

７
４
０
０

８
０
０

８
０
０

１
０
０
０

２
４
０
０

６
０
０

２
４
０
０

１
０
０
０

１６０００

８００ １４４００ ８００

９３００ １０００ ４９００

４０００ ３５００ ２８００

７
４
０
０

８
０
０

５
８
０
０

８
０
０

３
４
０
０

４
０
０
０

UP

５
８
０
０

(4号)

F

階段

(5号)

１
７
０
０

S=1/50

コンセント設備　Ｂ１階平面図

A3:S=1/100

１ＬＰ－１ １Ｔ－１

４
３

２ＥＴ ２ＥＴ

２ＥＴ２ＥＴ

凡例

１，シンボルリスト

電灯動力盤

インターホン 親機

アウトレットボックス 四角中深 カバー付

露出ボックス 丸型

２，特記なき配管配線は下記による

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ 天井内配線

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ （ＰＦ２２）

５ ６ ７ ８ １１０

Ｅ付２Ｐ１５Ａ×２コンセント

ＥＴ付２Ｐ１５Ａ×１コンセント
ＥＴ

ＥＴ付２Ｐ１５Ａ×２コンセント
２ＥＴ

Ｅ付２Ｐ２０Ａ×１コンセント

弱電端子盤

ｔ

３３２
プルボックス ３００×３００×２００

ＥＭ－ＩＥ２．０×２ Ｅ２．０ （Ｅ１９）

３，ケーブル工事における立上げ引下げは配管にて保護のこと

Ｅ付・防水型２Ｐ１５Ａ×２コンセント
ＷＰ

９

A1:S=1/ 50
A3:S=1/100

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

E-9

旧渡里揚水機場建築その他工事
那珂川沿岸農業水利事業（一期）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号



作成年月日

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

図 面 名

事業所名

縮　　尺

工 事 名

図面番号A1:S=1/ 50

会 社 名

E-10

コンセント設備　１階平面図

那珂川沿岸農業水利事業（一期）
旧渡里揚水機場建築その他工事

A3:S=1/100

DN

マシンハッチ

９０

８
０
０

５
８
０
０

８
０
０

コンセント設備　１階平面図
S=1/50

4040
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階段室

７
４
０
０

３
７
０
０

３
７
０
０

スロープ

１６０００

９０

Y1
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X1

Y3

X2 X3

１１０００

２
６
７
５

４２２０

１６０００

９０

６７８０

５０００

6780

１１０００ ５０００

6780

６６９０ ９０

便所

４
５
４
５

Y4

３１０５ ９３５

１
０
０
０

３
２
０
０

１
６
０
０

６３６０ ４２０

７
６
０

９
０

１
５
０
０

電気室

物入

PS

4@
30
0

=1
20
0

１
２
０
０

２０３５

１７１０ ２３３０

２０９５２１２５

２００

９０

２
４
０
０

２
０
０

２
２
０
０

９
０

７
１
０

7
1
0

9
0

１０４０ １１１００

休憩スペース

A3:S=1/100

玄関ホール

屋外階段

３３２

５

２ＥＴ

２ＥＴ

２ＥＴ

５

ＥＴ

６
７

８

１

６ ７ ８ １

ｔ

９

１０

ＥＴ

ＲＡＣ

１

１φ１００Ｖ
１８４０ＶＡ

１０

ＷＰ

浄化槽
１φ１００Ｖ

９



弱電設備　Ｂ１階平面図

１６０００

８００ １４４００ ８００

１
７
０
０

２
２
０
０

１
８
０
０

２
０
０
０

１
４
０
０

７
４
０
０

８
０
０

８
０
０

１
０
０
０

２
４
０
０

６
０
０

２
４
０
０

１
０
０
０

１６０００

８００ １４４００ ８００

９３００ １０００ ４９００

４０００ ３５００ ２８００

７
４
０
０

８
０
０

５
８
０
０

８
０
０

３
４
０
０

４
０
０
０

UP

５
８
０
０

(4号)

F

階段

(5号)

１
７
０
０

S=1/50

弱電設備　Ｂ１階平面図

A3:S=1/100

１Ｔ－１

凡例

１，シンボルリスト

２，特記なき配管配線は下記による

ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ 天井内配線

６極４芯モジュラージャック

端末テレビ直列ユニット
Ｒ

弱電端子盤

５５３
プルボックス ５００×５００×３００

３，ケーブル工事における立上げ引下げは配管にて保護のこと

Ｌ マルチメディアコンセント

Ｌ モジュラージャック ８極８芯

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ 天井内配線

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ 天井内配線

Ｔ

Ｌ

５Ｃ

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ 天井内配線
ＡＥ

ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

Ｔ

Ｌ

５Ｃ

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ
ＡＥ

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

Ｔ

Ｌ

５Ｃ

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ
ＡＥ

（Ｅ１９）

（Ｅ１９）

（Ｅ２５）

（Ｅ２５）

ｔ インターホン親機

Ｄ ドアホン

導入線１．２×１ テレビ
導入線１．２×１ 情報
導入線１．２×１ 電話

導入線１．２×１ 予備
導入線１．２×１ 予備

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ
ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ
（Ｅ２５）
（Ｅ２５）

（Ｅ２５） テレビ
情報
電話

盤名 電話 備　　考情報

端子盤リスト

１Ｔ－１ １０Ｐ＋１０Ｐ ＨＵＢスペース

テレビ

ブースター×１
２分配器　×１

（Ｅ３１）
（Ｅ３１）
（Ｅ３１）
（Ｅ３１）
（Ｅ３１）

A1:S=1/ 50
A3:S=1/100

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

E-11

旧渡里揚水機場建築その他工事
那珂川沿岸農業水利事業（一期）

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

会社名

事業所名

図面番号



作成年月日

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

図 面 名

事業所名

縮　　尺

工 事 名

図面番号A1:S=1/ 50

会 社 名

E-12

弱電設備　１階平面図

那珂川沿岸農業水利事業（一期）
旧渡里揚水機場建築その他工事

A3:S=1/100
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弱電設備　１階平面図
S=1/50
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０
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０

電気室

物入

PS

4@
30
0

=1
20
0

１
２
０
０

２０３５

１７１０ ２３３０

２０９５２１２５

２００

９０

２
４
０
０

２
０
０

２
２
０
０

９
０

７
１
０

7
1
0

9
0

１０４０ １１１００

休憩スペース

A3:S=1/100

玄関ホール

屋外階段

５５３

ｔＬＲ

Ｌ
Ｔ

５Ｃ

Ｄ

ＡＥ

インターホン親機（参考）

15
8
3
.
5

8
7
.
5

23.5

ホワイト外観色調

約3.5 型カラー液晶ディスプレイ画面表示

約375 g（壁掛け金具無し）
質　　量

約410 g（壁掛け金具有り）

ＡＣ 100 Ｖ（50 Ｈｚ／60 Ｈｚ）定　　格

待機時 約2.3 W、動作時 約8 W消費電力

1
3
9
.
1

143

1
8
6

31.5

35.3

9
6

23
.7
5

23
.7
5

8
3
.
5

1
3
1

99

待機時：DC 約2 mA、  動作時：DC 約140 mA消費電流

約190 g質　　量

シャンパンゴールド外観色調

JIS 1 個用スイッチボックス適合取付方法

待機時：DC 約5 V、  動作時：DC 約20 V
定　　格

（ドアホン親機より供給）

ｔ

ドアホン（参考）Ｄ

（ＰＦ２８）導入線１．２×１ テレビ
（ＰＦ２８）導入線１．２×１ 情報
（ＰＦ２８）導入線１．２×１ 電話

（ＰＦ２８）導入線１．２×１ 予備
（ＰＦ２８）導入線１．２×１ 予備

導入線１．２×１ テレビ
導入線１．２×１ 情報
導入線１．２×１ 電話

導入線１．２×１ 予備
導入線１．２×１ 予備

ＥＭ－ＵＴＰ０．５－４Ｐ
ＥＭ－ＴＩＥＦ０．６５－２Ｃ

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ
（Ｅ２５）
（Ｅ２５）

（Ｅ２５） テレビ
情報
電話

（Ｅ３１）
（Ｅ３１）
（Ｅ３１）
（Ｅ３１）
（Ｅ３１）



別 表 第 一

消防法施行令

●　換　 気　 設　 備

○　排　 煙 　設 　備

●  衛 生 器 具 設 備

●　排 水 処 理 設 備

4.指定部分　　● 無　　○ 有(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

○  自 動 制 御 設 備

●　給　 水 　設 　備

●　排　 水 　設 　備

●　給　 湯 　設 　備

○　消　 火 　設 　備

3.工事種目(●印の付いたものを適用する)

○

工　事　種　目

建物別及び屋外

工事概要

2.建物概要

1.工事場所

建 物 名 称 構　造 階　数 備　考

工　事　種　別

(備考中の特定の施設，一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。)

鉄筋コンクリート造

○　厨　 房 　設 　備

(6.改修内容(改修工事のみ))　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○　雨 水 利 用 設 備

○

○　撤　 去　 工　 事

工事仕様

1.共通仕様

2.特記仕様
　　　章、項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

章 項　　　目 特　記　事　項

● 適用区分○ 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

○

● 環境への配慮 (1)建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

　　と共に、次の   から   を満たすものとする。

　　　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料

　　　を使用する。

風速(Vo=　　　m/s)

地表面粗度区分(○ 　　○ 　　○ 　　○ 　)

積雪荷重

方式及び種別

空調方式

主要熱源機器

自動制御方式

給水方式

排水方式

設　　備　　概　　要

○ 

○ 電気式　○ 電子式　○ デジタル式

○ 高置タンク方式　○ ポンプ直送方式　● 水道直結方式

建物内の汚水と雑排水(〇 合流式　○ 分流式)

ポンプ排水　○ 有(○ 汚物　○ 雑排水　○ 湧水)　● 無

建物外放流先

(1)汚　水　○ 直放流下水管　●　合併処理浄化槽　　　　　

(2)雑排水　○ 直放流下水管　●　合併処理浄化槽　　　　　

消火設備の種類 ○ 屋内消火栓設備　○ スプリンクラー設備　○ 泡消火設備

○ 連結散水設備　　○ 連結送水管　　　　　○ 不活性ガス消火設備(○　　　　　)

○ 風圧力

建設省告示第1455号における区域　別表(　　　)

　　　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーテ

　　　ィクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

　　　断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散

　　　が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分

　　　に応じた材料を使用する。

　　　接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を

　　　含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加されていない材料を使用する。

　　　　 の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル

　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料

　　　を使用したものとする。

(2)設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」

　　とは次の   又は   に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の   又は   に該当

　　する材料を指す。

設計用温湿度

○ 油面制御装置

鋼板製煙道○

○ ダクト

○ チャンバー

○ ダンパー

○ 配管材料

○

○ 弁　類

油面制御盤には(○ 遠隔警報　○ 電磁弁制御　○ 　　　　　)の端子を設ける。 

なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

○ 低圧ダクト(○ コーナーボルト工法(長辺の長さが1500mm以下の部分)

○ アングルフランジ工法)とする。

○ 高圧1ダクトの適用範囲は図示による

○ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

(1)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

(2)空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音

　　　内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

(3)外壁ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する

(1)防煙ダンパー　　　復帰方式(○ 遠隔　○　　　　　)

(2)ピストンダンパー　復帰方式(○ 遠隔　○　　　　　)

(1)冷温水管　　　　　　○ 　　　　　　　　

(2)冷却水管　　　　　　○ 

(3)油管　　　　　　　　○ 

(4)蒸気管　給気管　　　○ 

　　　　　　　還　管　　　○ 

(5)高温水管　　　　　　○ 

(6)膨張管、空気抜き管　○

　　　ドレン管及び膨張タンク

　　　よりボイラー等への補給水管

湿度(RH)湿度(RH)

夏期

冬期

温度(DB)
30.5℃

 2.7℃

外　　気

湿度(RH)

一 般 系 統

温度(DB)
77%

41%

温度(DB)
℃

℃

%

%

℃

℃

温度(DB)
%

%

湿度(RH)

屋　　内

65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

JIS又はJV(○ 5K　○ 10K(図示部分))

○ 鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○ 保　温 ○ 全熱交換ユニット用の外気取入れダクト

　(○ 保温範囲及び仕様は図示による　○　　　　　　)

○(○ 厨房　○ 湯沸室　　　　 　)用の隠ぺい部ダクト(仕様はh・(イ)・　 )とし

　 範囲は図示による。

○ 全熱交換ユニット用の排気用ダクト

　(○ 保温範囲及び仕様は図示による　○　　　　　　　)

○ ダクト

排煙口の形式○

○ 排煙口手動開放装置

(開放及び復帰方式)

○ 排煙風量測定

○ 亜鉛鉄板　○ 

○ 図示による。

○ ワイヤー式　○ 電気式(遠隔操作　○ 不要　○ 要)

システム構成

その他

電気計装用機材

○

○

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

洗面器○

和風大便器

耐火カバー

○

衛生器具付属水栓○

衛生器具ユニット○

浴室ユニット○

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

○ 設ける(ピット内は除く。)　○ 設けない

手洗器は止水栓付とする。

ユニットの配管材料は、別図の仕様表による。

仕様は別図による。

配管材料● (1)給水引込管(直結部分)は水道事業者の指定による( ○　　　　　　　　)

(3)その他の一般配管(上水)　　●　ポリ紛体ライニング鋼管(SGP-PA)

　　　　　　　　　　　　　　　　○ 

(2)地中埋設配管　　　　　　　●　ポリ紛体ライニング鋼管(SGP-PD)

水　栓● ○

○

　(○ ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。)

量水器○ ○ 親メーター(貸与品)(○ 直読式　○ パルス式)

○ 子メーター(買い取り)(○ 直読式　○ パルス式)

○ 量水器桝 ○ 水道事業者指定品(○ 貸与品　○ 買い取り)　○ 標準図MC形

管の地中埋設深さ●

JIS又はJV　● 水道直結部分(● 10K　○　　　　　　)　

　　　　　　　  ○ その他の部分(○ 5K　　○　　　　　　)

○ 逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

○ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

管の上端より原則として、一般敷地は(　　　cm)構内道路は(　　　cm)以上と

する。

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

取り付け箇所は図示による。○ 風量測定口

○ 保温及び消音

内貼り

○ 膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の温水管

　 の項による。

○ 還りダクト(RAダクト)(保温範囲は、○ 図示による　○　　　　　　　　)

○ 外気取入れダクト(OAダクト)(保温範囲は、○ 図示による　○　　　　　　　)

○ 建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の温水管の項による。

○ 空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5

　 の排水管の項による。

○ 冷媒管の外装の種別は(○ 図示による　○　　　　　　)

排気ダクトのシール○ ○ 浴室(シャワー室、脱衣室を含む。)系統

〇 チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

弁　類●

〇 低圧ダクト(〇 コーナーボルト工法(長辺の長さが1500mm以下の部分)

　 ○ アングルフランジ工法)とする。

○ 高圧1ダクトの適用範囲は図示による。

○ 厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

〇 ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

取り付け箇所は図示による。

空気調和設備の当該項目による。

風量測定口

ダクト

ダンパー

●

○

○

新設一式

○ 工事用仮設物

● 足場その他

● 建設発生土の処理

● 埋戻し土・盛土

運転操作説明板○

● 機材の承諾図

○ 総合調整

● 電源周波数

● 電動機

● 容量等の表示

● 耐震措置

● 地中埋設標等

○ 絶縁継手

○ 配　管

○

保　温

塗　装○

○ 天井仕上区分

● 吊り及び支持金物

施工調査○

既存躯体への穿孔○

○ 試　験

電線類●

構内につくることが　○ できる　○ できない

○

○

● 埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

○ 現場説明書による。

○ 根切り土の中の良質土　● 山砂の類

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機

械室に設ける。説明板の大きさは、約  　m2とする。

機械設備工事機材承諾図様式集(平成25年版)によるほか、監督職員の指示による。

○ 本工事

調整項目(測定箇所等は監督職員の指示による。)

● 50Hz　○ 60Hz

換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者

規格による標準品としてよい。

(1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

設備機器の固定は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針2014年版(国土交通省国土

技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修)による。

(1)設計用水平地震力は、機器の質量(自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては

　　　有効質量)に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

(1)地中埋設標　● 要(図示による。)　○ 不要

(2)埋設表示用テープ　● 要(排水管を除く。)　○ 不要

取り付け箇所及び仕様は図示による。

　　　ステンレス配管の接合は、下記による。

　　　○ 呼び径60Su以下(　SAS322による。　　　　　　　　　　　　　　)

○ 屋外露出部(○下記の機器類　○ 給水管　○ 消火管　○ 膨張管　○ ドレン管 (配管類

　 には弁類を含む))は(○防凍保温　○凍結防止ヒーター)を行う。

　 (対象機器:○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　)

　 防凍保温　　　　:標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5によるものとし、厚さは配管

　　　　　　　　　　 の呼び径25以下は50mm、呼び径32以上は40mmとする。

　 凍結防止ヒーター:自己サーモ式とし、標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5による保

　　　　　　　　　　 温を施すものとする。　　　

○ 共同溝、トレンチの保温は(標準仕様書第2編の施工箇所　　　　　　)を適用する。

○ 多湿箇所は下記の場所とする(天井内共多湿箇所とする)

  (○ 浴室(ユニットは除く。)　○ 脱衣室　○            ○ 　　             )

○ 屋内露出(○ ポンプ室 ○　　　)の保温外装は(○ アルミガラスクロス　○　　　)
　 とする。

(抜取率　○標準仕様書(機械設備工事編)による　○　　%)

露出機材の塗装仕上げは下記による。

○屋外:○ドレン管　　 (○指定色塗装　○　　　　　　)

　　　　○金属電線管　 (○溶融亜鉛メッキ仕上げ[付着量300g/平米以上] ○指定色塗装) 　 　

○屋内:○　　　　　　(○指定色塗装　○　　　　　　)

(　)書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

(○ 槽内　○　　　)の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製(SUS304)とする。

事前調査　○ 本工事　○ 別途

　調査項目　○ 既存資料調査　○ 

　調査範囲　○ 図示　○

　調査方法　○ 図示　○

○ はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告
　 を行うこと。

(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。

(2)新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

　　設計用標準水平震度

上層階

屋上及び

塔屋

重要機器

中間階

地階・1階

一般機器 重要機器 一般機器

○ 特定の施設 ● 一般の施設

2.0 1.5

1.5 1.0

0.61.0

1.5

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

0.6

0.6

0.4

0.6

0.6

1.0

機器種別

機　　　器

防振支持の機器

水　槽　類

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0 1.0 1.0

2.0 2.0

1.51.5

1.51.5

1.01.0

1.01.0

機　　　器

防振支持の機器

水　槽　類

機　　　器

防振支持の機器

水　槽　類

使用する電線及びケーブルは、原則としてEM電線又はEMケーブルとする。

取り付け箇所は図示による。

○ 要(○ 別途工事　○ 本工事)　○ 不要

(1)屋　内　　   汚水管　　　●硬質ポリ塩化ビニル管（VP）　○

　　　　　　　　雑排水管　　●硬質ポリ塩化ビニル管（VP）　○　　　　　　　　　　　　

                通気管　　　●硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

                ポンプアップ排水管　○

(2)屋　外　　　 第一桝まで  ●硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　桝間　　　  ○

　　　　　　　　　　　　　　○

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管(RF-VP)でもよい。

洋風便器、小便器、洗面器及び掃除用流しとの接続管は、ビニル管(RF-VP)とする。

●　一般配管用ステンレス鋼鋼管

JIS又はJV(● 5K　○ 10K(図示部分))

● ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)の ○(a)　○(b)　○(c)による。

(1)屋内消火栓　一般 ○

　　　　　　　 地中 ○

屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5 e 2・(ハ)・VII による保温を行う。

図示による。

○ ドライシステム　○  

○ 子メーター(買い取り)(○ 直読式　○ パルス式)

○ 本工事(図示による。)　○ 別途工事

○ 要　○ 不要

○ 要　○ 不要

○ 要(○ 別途工事　○ 本工事)　○ 不要

○ 都市ガス(供給者名:　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　MJ/m 3(N))

標準図(液化石油ガス容器廻り配管要領)による　　　本組。

○ 都市ガス　ガス事業者の供給規定による。

　　　　　　　   (2)地中

○ 排水再利用　● 浄化槽　○ 厨房除害

別図による。

別図による。

○

● 配管材料

洗面器等の排水管●

満水試験継手○

放流納付金等○

配管材料●

弁　類●

建物導入部配管

○ 配管材料

保　温○

○

○ システム

機器の機能等〇

メーター

ガス漏れ警報器○

漏洩検知装置○

電気防食○

引込負担金等○

ガス種別

配管材料

充てん容器

集合装置

転倒防止等

仕様等

設備方式

●

●

○

○ 撤去内容

建築基準法による

延べ面積(m )

5.設備概要 (●印の付いたものを適用する。)

(1)図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「標準仕様書」という。)

公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

　　　なお、電気設備工事の特記仕様書は(　/　)図、建築工事の特記仕様書は(　/　)図による。

　　　●印の付いたものを適用する。

公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成31年版)(以下「標準図」という。)

●

○

●

　 ○ 内部足場　( ○ 　種　○ 　種　○ 　種)

　 ○ 外部足場　( ○ 　種　○ 　種　○ 　種　○ 　種)

○ 風量調整　○ 水量調整　○ 室内外空気の温湿度の測定

○ 室内気流及びじんあいの測定　○ 騒音の測定　○ 飲料水の水質の測定

○ 別途

建築設備定期検査業務基準書平成20年版((一財)日本建築設備・昇降機センター)の

排煙風量の検査方法に準ずる。
(2)電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用

　　　する。

　　　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

　　　ルデヒド発散建築材料以外の材料

　　　建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　　建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

    　建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

本工事で設置する。

　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ

　 ドラインの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2

　 の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

(2)連結送水管　一般 ○

　　　　　　　 地中 ○

(3)

○ 他工事又は他工種

との取合い

工事区分表による。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

指定部分工期　平成　　年　　月　　日

設置場所

図示による。

○ 現場説明書による。

台所流し用の水栓は泡沫式とする。

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

(7)冷媒管　　　　　　　○　冷媒管用銅管 

　(○ 建築工事　○ 電気設備工事　で設置する。)

(改修標準仕様書の中でいう標準仕様書(機械設備工事編)は、平成31年版とする。)

等

等

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属

装置等を用いて施工する。

不活性ガス消火設備○ 別図による。

仕様等

　○(　　　　　　　　　)系統

別図による。

(1)

(2)　　　溶接部の非破壊検査 ○ 要

部位:

泡消火設備○ 別図による。

発生材の処理○

(1)本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す● 材料・機材の

地下1階　地上1階

26℃

22℃

成行き

成行き

一般の施設

　　・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の

　　　場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの
　　・重要機器は次による。

 　　　[名称:　　　　　、記号:　　　　　]、[名称:　　　　　、記号:　　　　　]

　　 　[名称:　　　　　、記号:　　　　　]、[名称:　　　　　、記号:　　　　　]

　 　　[名称:　　　　　、記号:　　　　　]、[名称:　　　　　、記号:　　　　　]

　 　　[名称:　　　　　、記号:　　　　　]、[名称:　　　　　、記号:　　　　　]

　　・水槽類にはオイルタンクを含む。

(2)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とする。

2

一

般

共

通

事

項
1 4

1

2

3

14

4
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2

1

1 2 3 4
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空
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●

排
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煙
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備
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御
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●

衛
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器

具
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備

●

給

水

設

備

●

給

湯

設

備

〇
厨

房

設

備

ガ

ス

設

備

●
排

水
処
理
設

備

○
雨

水
利
用

設

備

○

撤

去

工

事

○

消

火

設

備

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

30 60

新設一式

旧渡里揚水機場

○　ガ　 ス 　設 　備

新設一式

新旧渡里揚水機場

●　空 気 調 和 設 備

○ ルームエアコン

〇 ○

○

○

○

○

○

〇 液化石油ガス

〇 液化石油ガス　(1)一般　配管用炭素鋼鋼管　白（SGP白）

別途(〇50kg　○ 　　　　)x　2本

標準図(液化石油ガス容器転倒防止施工要領)の(〇(a)　○(b))による。

〇 親メーター(貸与品)　(〇 直読式　○ パルス式(パルス発信器は ○ 買い取り))

機械設備　特記仕様書

茨城県水戸市渡里町字槐下1501-1

引込納付金等○

水栓柱○ ○ 合成樹脂製　○ 人造石とぎ出し製

○ 要(○ 別途工事　○ 本工事)　○ 不要

標準図(建築物導入部の変位吸収配管要領)の ○(a)　○(b)　○(c)による。建物導入部配管〇　　たことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載

　  品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　  生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　  安定的な供給が可能であること。

　  法令等で定めで許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　べき品質及び性能を有するものとする。

(2)別表-1に機材等名が記載された製造業者等は、次の   から   すべての事項を満た

　　すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価され

　　されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

品質等

　  製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　  販売、保守等の営業体制を整えていること。

(3)「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品目は

1 6

1

2

3

4

6

5

　　判断の基準等を満足させるものとする。

作成年月日

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

図 面 名

事業所名

縮　　尺

工 事 名

図面番号

会 社 名

M-1

機械設備　特記仕様書

那珂川沿岸農業水利事業（一期）
旧渡里揚水機場建築その他工事

NON SCALE

●

●

●
●

●

●

● ●

●

●

●

● ●

●

●水道用耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管（HIVP）



作成年月日

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

図 面 名

事業所名

縮　　尺

工 事 名

図面番号

会 社 名

M-2

衛生設備　機器表・器具表

那珂川沿岸農業水利事業（一期）
旧渡里揚水機場建築その他工事

NON SCALE

名称 備考（参考品番）

洋風大便器 腰掛式便器（サイホン式）、密結防露ロータンク（手洗付）、普通便座、紙巻器、他標準付属品 、ＢＣ－ＺＡ１０Ｓ、ＤＴ－ＺＡ１８０Ｅ、ＣＦ－４９ＡＴ、ＣＦ－ＡＡ２２ＨＣＳ２３２Ｂ、ＳＨ２３３ＢＡＫ、ＴＣ３０１、ＹＨ５０１ １

散水栓 １３ｍｍ・自動接手・逆止弁付、鋳鉄製散水栓ボックス（Ｂ－３）共 、ＬＦ－３３－１３－ＣＶＴ２８ＵＮＨ１３

建築工事、アングル止水栓のみ本工事ミニキッチン

機　器　番　号

Ｊ－１

機　器　名　称 台　数

１

機　　　　　　器　　　　　　仕　　　　　様

合併処理浄化槽 型　　式 ＦＲＰ製合併処理浄化槽

処理人員 ５人

計画水量 １.００ｍ ／日３

放流水ＢＯＤ ２０ ｍｇ／Ｌ以下

１ １

２ ２ 、ＬＦ－３ＶＫＴＨＹ２２６Ｕ

付 属 品 ブロワー（１φ１００Ｖ　３２Ｗ）

耐 荷 重 人

ＷＨＥ－１ 電気温水器 型　　式 小型電気温水器　貯湯式　床置き

貯 湯 量 １２Ｌ

１消費電力：１．１ｋＷ（１φ１００Ｖ）

衛　生　器　具　表

機　　器　　表

1

2

3

4

桝種類 ＴＰより

汚　水　桝　リ　ス　ト

記号 地盤高

+10.10汚水小口径桝

ＴＰより 管底深さ
流出管底

蓋仕様 種類

450

+9.64

100 - 200

備考

90L

汚水小口径桝 460

+9.56

100 - 200 90Y

汚水小口径桝 540

+9.53

100 - 200

汚水小口径桝 570100 - 200

+9.65

45L

45L

レベルは参考とし、必ず詳細施工図を作成し決定する事。【注記】

(本管径-桝口径)
桝サイズ

+10.10

+10.10

+10.10

塩ビ製蓋200φ

塩ビ製蓋200φ

塩ビ製蓋200φ

塩ビ製蓋200φ

5 +9.49汚水小口径桝 610100 - 200 ST+10.10 塩ビ製蓋200φ



－

既設給水管より分岐 SV20(VC-P)

－
20,100

20

集水桝(建築工事)に接続

100(HIVP)

J

1

衛生設備1F平面図参照

VC75

75

(屋根上まで立上げ）

3

4

2

1

SV20
(VC-P)

浄化槽ブロワ―

散水栓

5

20,75

100
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事業所名

縮　　尺

工 事 名

図面番号S=1/100

会 社 名

M-3

衛生設備　配置図

那珂川沿岸農業水利事業（一期）
旧渡里揚水機場建築その他工事

A3:S=1/200
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2.

1.

3.

の配管は既設を示す。

の配管は新設を示す。

は埋設標示杭を示す。

衛生設備　配置図
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作成年月日

関東農政局那珂川沿岸農業水利事業所

図 面 名

事業所名

縮　　尺

工 事 名

図面番号S=1/25

会 社 名

M-4

衛生設備　1F平面図

那珂川沿岸農業水利事業（一期）
旧渡里揚水機場建築その他工事

A3:S=1/50
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以降衛生設備

配置図参照
SV20

WHE
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－
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マシンハッチ

衛生設備　1F平面図
S=1/25
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階段室
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電気室
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物入
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休憩スペース

A3:S=1/50
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スラブ平面図平 面 図 S=1/20S=1/20

点検蓋 2-φ600

2230

1
1
0
0

処理対象人員

日平均汚水量

流入水水質

流出水水質

人

m3/日

mg/LBOD

BOD

設計仕様

品   名 台数 仕        様

ブロワ

5

1.00

200

20

1

mg/L

[注 記] 開口の表示は内径寸法とする。

13 A x  60 L/分 x  14.7 kPa x 32/39 W XP-60

型式

上部荷重は歩行者荷重とする。

0.022

0.405

0.238

槽   名 有効容量(m3)

接触濾床槽

沈 殿 槽

消 毒 槽

0.664嫌気分離槽

0.475固液分離槽

1.804槽 容 量

槽 重 量 180kg

認定番号

適合認定番号

470 1170 590

540 710 435 405

2230

5
0

1
0
0
0

5
0

70

2090

70

7
0

8
6
0

7
0

断 面 図 S=1/20

2
1
9
0

1
0
0

5
0 1
5
0

1
8
9
0

6
3
0

6
3
0

4-14-H-001(10)-5

CXN2-5

4-18K-H-004

mg/LT-N 50

T-N 20 mg/L

SS 15 mg/L

 清掃孔
150x200

流入管
φ100

掃除口
φ40

放流管
φ100

薬剤筒循環装置

揚水管移送管
φ50

嫌気分離槽固液分離槽
接触

濾床槽

沈殿槽

消毒槽

ブロワに接続

φ
1
3

固液分離槽

沈殿槽

嫌気

分離槽

接触

濾床槽

消毒槽

流入管
φ100

臭突口
φ75

移送管
φ50

薬剤筒 放流管
φ100

1
2
0
0

散気管

機器電源は単相100Vとする。

図中のG.Lは浄化槽位置での仕上げレベルを示す。

浄化槽からブロワまでの距離は5m以内とする。

流入・放流管工事は別途とする。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

臭突工事は別途とする。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

ブロワ付近にアース付コンセントを1個設置のこと。設置は浄化槽工事範囲外とする。

スラブ断面リスト
S=1/20

S 全断面

FS 全断面

短辺 長辺

1
2
0

D10-200@ D10-200@

D10-200@ D10-200@

1
5
0

D13-200@ D13-200@

D13-200@ D13-200@

1
0
0

岩掘削工事、杭工事、地盤改良工事、ウェルポイント工事は別途とする。

平 面 図 正 面 図

アンカー取付図

S=1/NTS

浮上防止具

名　　称 サイズ 数量(個)

ターンパックル 5/8 4

種類

蓋

枠

備考

点検蓋(丸型)

500K(安全荷重5kN)

FRP製

PP製

ロック付

(参考)ブロワ据付図

250

S=1/NTS

2
5
0

ブロワ

ゴムホースφ13

φ
1
3

ゴムホースφ13 ブロワ

1
5
0

1
0
0

100

1
0
0

3
5
0

D13
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那珂川沿岸農業水利事業（一期）
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